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就
任
の
ご
挨
拶
　

　
　

白
門
経
友
会　

会
長

　
　
　
　
　
　

経
済
学
部
長　

篠
原
正
博

　

昨
年
の
十
一
月
よ
り
、
谷
口
洋
志
前
学

部
長
の
後
任
と
し
て
新
経
済
学
部
長
に
就

任
し
た
篠
原
正
博
と
申
し
ま
す
。
白
門
経

友
会
会
長
と
し
て
の
就
任
に
も
あ
た
り
、

一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
校
法
人
中
央
大
学
は
創
立
百
三
十
周

年
を
機
に
、
昨
年
十
一
月
に
「
中
長
期
事

業
計
画
（Chuo Vision 2025

）」
を
策

定
し
、
今
後
十
年
間
の
大
学
改
革
の
基
本

方
針
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

基
本
方
針
の
第
一
は
、「
学
部
増
設
に

よ
る
総
合
大
学
と
し
て
の
魅
力
向
上
」
で

す
。
総
合
政
策
学
部
の
改
組
に
よ
る
政
策

系
、
国
際
系
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
系
、
メ
デ
ィ
ア
文
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～
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退
任
・
新
任
教
員
の
お
知
ら
せ
　

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

二
〇
一
五
年
度
退
任
教
員

　

本
年
三
月
末
を
も
っ
て
左
記
の
三
名
の

先
生
方
が
退
任
さ
れ
ま
す
。
長
年
に
わ
た

る
経
済
学
部
へ
の
ご
尽
力
を
感
謝
す
る
と

と
も
に
今
後
の
一
層
の
ご
健
闘
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　

片
桐
正
俊　

教
授
（
財
政
学
）

　

高
橋
雅
足　

教
授
（
健
康
科
学
）

　

山
本
裕
美　

特
任
教
授（
環
境
経
済
学
）

　

青
木　

慎　

任
期
制
助
教（
特
別
講
義
）

二
〇
一
六
年
度
新
任
教
員　

　

経
済
学
部
に
は
四
月
か
ら
新
た
に
左
記

の
先
生
が
着
任
す
る
予
定
で
す
。   

　

ド
ゥ
マ
ヤ
ス 

ア
リ
ャ
ン　

デ
ラ
ロ
サ

　

D
U

M
AYAS ARIAN

N
E D

ELA RO
SA

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
任
期
制
助
教
）

化
表
現
系
な
ど
の
複
数
学
部
の
創
設
お
よ

び
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
系
学
部
の
新
設
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
二
は
、「
二
大
キ
ャ

ン
パ
ス
体
制
の
形
成
」
で
す
。
多
摩
キ
ャ

ン
パ
ス
の
施
設
・
設
備
充
実
に
よ
る
グ

ロ
ー
バ
ル
・
キ
ャ
ン
パ
ス
化
の
推
進
、
多

摩
の
一
部
の
文
化
系
学
部
の
後
楽
園
キ
ャ

ン
パ
ス
へ
の
移
転
に
よ
る
文
理
双
方
の
教

育
研
究
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
第
三
は
、「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
推
進
」
で
す
。
グ
ロ
ー
バ

ル
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
育
成
、
学

生
の
海
外
派
遣
拡
大
、
留
学
生
受
け
入
れ

の
拡
大
、
教
職
員
構
成
の
国
際
化
な
ど
が

そ
の
内
容
で
す
。
第
四
は
、「
ス
ポ
ー
ツ

振
興
事
業
」
で
す
。
学
生
ス
ポ
ー
ツ
選
手

の
育
成
強
化
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る

伝
統
の
維
持
・
発
展
が
推
進
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
全
学
的
改
革
指
針
の
も

と
、
経
済
学
部
で
も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改

善
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
学
生
支
援
、
広
報
・

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
高
大
連
携
な
ど
の
視

点
か
ら
、
教
職
協
働
で
シ
ス
テ
ム
の
見
直

し
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

見
直
し
に
際
し
て
は
、
経
済
学
部
Ｏ
Ｂ

の
皆
様
に
も
是
非
お
力
添
え
を
賜
り
た
く

存
じ
ま
す
。
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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～

　

二
〇
一
六
年
三
月
三
日
一
八
時
よ
り
、

経
和
会
（
経
済
学
部
教
員
の
親
睦
会
）
が

立
川
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
退
任
予
定
の
先
生
方
四
名
な
ら
び
に

四
月
か
ら
の
在
外
研
究
予
定
の
先
生
方
二

名
か
ら
ご
挨
拶
が
あ
り
多
数
の
出
席
者
の

も
と
で
の
歓
送
会
に
な
り
ま
し
た
。
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本
学
事
業
計
画
・

　
　
　
　
二
〇
二
五
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

　（
本
稿
は
、
本
学
事
業
計
画
の
意
見　

　
　

聴
取
ヘ
の
会
員
個
人
の
意
見
で
す
。）

實
地
、
應
用
の
キ
ャ
ン
パ
ス
創
生
を

一
．
実
学
教
育
の
社
会
的
要
請

　

本
学
が
百
三
十
年
間
で
培
っ
て
き
た
社

会
的
信
用
な
ら
び
に
学
問
の
蓄
積
、
輩
出

し
た
人
的
資
源
を
ふ
ま
え
、
各
学
部
間

で
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
利
活
用
に
取
り
組
む
こ
と
が
、

二
千
十
年
代
に
本
学
が
達
成
す
べ
き
目
標

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
処
理
す
る
ハ
イ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
お

よ
び
人
工
知
能
研
究
の
高
度
化
に
よ
り
、

大
規
模
な
デ
ー
タ
を
用
い
た
各
種
の
分
析

や
判
断
、
予
測
と
い
う
も
の
が
可
能
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
高
等
教
育

機
関
で
展
開
さ
れ
る
諸
学
問
が
理
論
的
背

景
と
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
日
常
の
経

験
や
社
会
で
蓄
積
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実

学
と
し
て
い
か
に
研
究
・
教
育
の
現
場
に

取
り
込
む
か
、
こ
れ
か
ら
の
大
学
は
そ
の

た
め
の
仕
組
み
を
時
代
に
合
わ
せ
て
構
築

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
附
属
の
高
校
は
じ
め
優
秀
な
高
校
生

に
よ
る
本
学
採
択
率
軟
化
傾
向
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
本
学
の
伝
統
や
建
学
の

精
神
を
大
学
内
で
實
地
應
用
す
る
仕
組
み

の
陳
腐
化
が
、
こ
の
百
三
十
年
間
で
進
ん

で
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
高
校
生
の
採
択
判
断
が
偏
差

値
に
よ
る
序
列
化
に
大
き
く
影
響
さ
れ
て

い
る
現
状
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
叫
ぶ
日

本
社
会
全
体
が
、
大
き
く
反
省
す
べ
き
点

で
あ
る
と
も
い
え
ま
す
。

　

二
千
十
年
代
に
黎
明
期
を
迎
え
た
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
と
そ
の
活
用
は
、
社
会
の
あ
ら

ゆ
る
組
織
で
必
要
不
可
欠
な
應
用
課
題
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
分
析
対

象
の
背
景
と
な
る
学
問
や
理
論
が
必
須
で

す
。し
か
し
、よ
う
や
く
実
現
可
能
と
な
っ

た
技
術
革
新
の
時
期
に
あ
り
、
絶
対
的
な

学
術
不
備
・
経
験
不
足
の
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

昨
今
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
と

い
う
高
度
な
技
術
者
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
實
地
應
用
の
観
点
か
ら
評
価
す
れ

ば
、
数
学
的
な
分
析
の
専
門
家
だ
け
で
進

め
ら
れ
る
対
象
で
な
い
こ
と
は
自
明
の
こ

と
で
す
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
中
心
と
す
る

社
会
基
盤
で
は
、
高
度
な
経
営
手
法
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
に
社
会
科
学
系
の

大
学
学
部
、
し
か
も
實
地
應
用
を
得
意
と

す
る
伝
統
校
へ
の
社
会
的
要
請
や
期
待
を

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
各
学
部
の
高
度
な
理
論
研
究
に
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
を
か
ら
ま
せ
た
、
実
務
的
な
研

究
、
教
育
・
人
材
育
成
が
、
時
代
の
要
請

と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
の

特
異
点
を
認
識
で
き
ず
、
表
面
的
な
受
験

生
人
気
獲
得
に
終
始
す
る
横
並
び
の
改
革

が
、
日
本
の
大
学
で
多
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。
百
数
十
年
の
歴
史
を
有
し
重
厚
な
基

礎
を
持
つ
本
学
は
、
こ
う
し
た
例
に
加
わ

る
こ
と
な
く
、
自
信
と
質
実
剛
健
の
精
神

で
も
っ
て
、
我
が
国
に
例
の
な
い
大
学
改

革
を
行
う
べ
き
で
す
。

　

人
口
減
や
高
齢
社
会
、
日
本
を
と
り
ま

く
世
界
情
勢
を
ふ
ま
え
て
、
よ
り
グ
ロ
ー

バ
ル
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
さ
れ
た
社
会
の
構
築
が

急
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
本

質
的
な
部
分
は
何
な
の
か
、
見
極
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
二
〇
二
五
ビ
ジ
ョ
ン
で

は
、「
實
地
、
應
用
キ
ャ
ン
パ
ス
の
創
生
」

を
目
指
す
こ
と
こ
そ
が
、
社
会
の
ニ
ー
ド

へ
の
責
務
で
あ
り
、
受
験
生
お
よ
び
社
会

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
た
だ
ち
に
発
信

さ
れ
る
べ
き
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

二
．
實
地
、
應
用
の
キ
ャ
ン
パ
ス

　

実
現
の
要
は
、
学
外
組
織
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
り
ま
す
。国
や
自
治
体
、

民
間
企
業
等
の
別
に
関
係
な
く
、
各
組
織

と
も
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
何
の
目
的
で
ど
う

構
築
す
る
か
、
ど
の
よ
う
に
分
析
や
解
釈

を
行
う
の
か
、
予
測
や
企
画
に
ど
う
活
か

し
て
い
く
の
か
、
暗
中
模
索
の
状
況
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
特
に
日
本
で
顕
著

で
あ
り
、
欧
米
先
進
国
に
比
べ
て
決
定
的

に
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

一
九
八
〇
年
代
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
支
配

す
る
者
が
世
界
を
制
す
る
と
言
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
分
野
で
は

そ
の
通
り
の
こ
と
が
起
き
た
訳
で
す
が
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
社
会
で
は
情
報
の
粒
度
が

当
時
と
全
く
異
な
り
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を

活
用
し
な
け
れ
ば
支
配
す
る
／
し
な
い
以

前
に
何
も
出
来
な
い
、
と
い
う
事
態
に
陥

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
社
会
に
お
け
る
競
争
の
ス

テ
ー
ジ
に
立
つ
こ
と
す
ら
、
ま
ま
な
ら
な

く
な
る
時
代
に
入
っ
て
い
ま
す
。
し
か
る

に
、
単
な
る
数
理
科
学
の
側
面
だ
け
で
は

な
く
、
各
学
問
領
域
の
理
論
を
背
景
に
し

た
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
構
築
意
図
や
活
用

方
法
の
實
地
、
應
用
研
究
が
、
ど
の
組
織

で
も
必
要
と
な
っ
て
い
る
の
が
現
実
で

す
。

　

こ
れ
ま
で
高
等
教
育
機
関
で
は
、
伝
統

的
な
学
問
体
系
に
加
え
独
自
に
生
ま
れ
る

か
既
存
の
体
系
か
ら
派
生
し
た
学
問
の
登

場
で
、
そ
の
学
部
構
成
に
も
変
遷
が
生
じ

て
き
ま
し
た
。
第
四
次
産
業
革
命
と
も
い

わ
れ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
社
会
の
到
来
に
お

い
て
は
、
従
来
の
よ
う
な
適
応
方
法
で
は

時
代
に
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、

多
く
の
学
問
領
域
お
い
て
、
そ
の
應
用
は

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が
か
ら
ん
だ
実
務
的
な
適
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用
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
理
論
を
意
識
し

た
学
問
と
し
て
既
存
の
す
べ
て
の
学
問
が

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
を
ふ
ま
え
た
体
系

と
し
て
研
究
・
教
育
さ
れ
る
べ
き
な
の
で

す
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
ま
ず

高
等
教
育
機
関
で
の
対
応
で
す
。

　

そ
こ
で
は
多
く
の
学
外
組
織
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
課
題
や
手
法
の

研
究
を
、
実
際
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
構
築
や

活
用
を
行
い
な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
伝
統
的
に
行
わ
れ
て

き
た
学
部
設
置
と
は
実
現
方
法
が
異
な

り
、
既
存
の
学
部
領
域
と
被
ら
な
い
内
容

か
否
か
で
も
な
く
、
既
存
の
学
部
・
学
問

領
域
の
な
か
に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し

て
そ
れ
ぞ
れ
取
り
込
ま
れ
る
性
質
の
も
の

と
な
り
ま
す
。
こ
の
達
成
こ
そ
が「
實
地
、

應
用
の
キ
ャ
ン
パ
ス
」
構
築
の
実
現
に
繋

が
り
ま
す
。

　

あ
る
組
織
が
そ
の
組
織
外
で
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
行
う
際
、
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
の
場
合
は
特
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上

の
神
経
を
使
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
ま

ず
ク
リ
ア
さ
れ
る
べ
き
点
は
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
確
保
が
な
さ
れ
る
信
頼
性
の
確
立

に
つ
き
ま
す
。
大
学
と
い
う
機
関
が
特
に

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
、
他
と
比
べ
て
信
頼
性

が
高
い
か
と
い
う
と
必
ず
し
も
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
多
様
な
組
織
に
対

し
て
公
的
な
立
場
を
と
り
得
る
と
と
も

に
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
社
会
に
直
面
す
る
各

学
問
の
成
長
と
實
地
へ
の
適
用
、
教
育
や

人
材
育
成
と
い
う
観
点
か
ら
、
大
学
こ
そ

が
そ
の
役
目
を
担
う
も
の
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
相
手
が
で
き

る
こ
と
か
ら
、
特
定
の
組
織
を
利
す
る
こ

と
へ
の
懸
念
が
大
学
に
起
こ
り
得
ま
す
。

　

こ
の
点
は
超
え
ら
れ
る
大
き
な
壁
と
い

え
ま
す
が
、
社
会
か
ら
強
く
信
頼
が
得
ら

れ
る
か
、
本
学
自
身
の
力
量
と
自
信
が
試

さ
れ
る
問
題
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
す
な
わ
ち
、「
我
が
国
に
例
の
な
い

大
学
改
革
」
を
行
う
意
思
が
試
さ
れ
る
試

金
石
で
あ
る
、と
も
い
え
ま
す
。
そ
し
て
、

以
上
の
こ
と
は
、
人
材
を
輩
出
し
伝
統
を

持
つ
本
学
だ
か
ら
こ
そ
達
成
可
能
で
あ
る

と
考
え
る
も
の
で
す
。

　

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
現
場
を
ど
う
構

築
す
る
か
、
そ
の
基
盤
は
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
人
工
知

能
型
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
イ
ン

フ
ラ
を
も
と
に
、
各
学
部
の
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
か
ら
採
択
さ
れ
た
学
外
組
織
か

ら
人
的
リ
ソ
ー
ス
の
提
供
を
受
け
て
、
コ

ラ
ボ
チ
ー
ム
が
組
織
さ
れ
ま
す
。
各
コ
ラ

ボ
の
研
究
対
象
は
コ
ラ
ボ
協
議
に
よ
り
決

定
さ
れ
、
参
加
組
織
か
ら
必
要
に
応
じ
て

デ
ー
タ
等
の
提
供
も
受
け
、
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
と
し
て
の
活
用
手
法
を
そ
の
学
問
的
側

面
か
ら
理
論
面
の
研
究
と
合
わ
せ
て
行
い

ま
す
。
大
学
が
主
導
的
立
場
を
と
り
コ
ラ

ボ
を
進
め
て
行
く
工
夫
は
、
細
か
く
設
定

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ

と
し
て
、
組
織
の
本
部
機
能
が
集
中
す
る

都
心
部
で
は
な
く
、
郊
外
の
多
摩
キ
ャ
ン

パ
ス
を
用
い
る
こ
と
は
、
コ
ラ
ボ
の
学
内

統
制
や
大
学
と
し
て
の
自
主
性
の
確
立
を

促
す
点
で
有
効
な
環
境
に
あ
る
と
い
え
ま

す
。
ま
た
高
度
化
さ
れ
た
本
学
實
地
、
應

用
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
都
心
郊
外
に
設
置

さ
れ
た
安
全
な
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
評
価
に
も
繫
が
り
ま
す
。

　

社
会
の
基
盤
施
設
と
し
て
、
数
学
的
な

分
析
手
法
や
科
学
技
術
面
に
お
い
て
は
、

個
々
の
コ
ラ
ボ
チ
ー
ム
で
確
保
す
る
必
要

は
な
く
共
通
の
サ
ー
ビ
ス
体
制
を
構
築
し

ま
す
。
以
上
は
学
外
組
織
と
学
内
の
研
究

者
の
視
点
か
ら
み
た
も
の
で
す
が
、
こ
こ

に
在
学
生
が
授
業
等
で
加
わ
り
、
多
角
的

な
学
習
や
研
究
に
活
か
さ
れ
ま
す
。
ケ
ー

ス
に
よ
っ
て
は
、
若
者
の
価
値
基
準
や
判

断
を
ふ
ま
え
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
が
極

め
て
貴
重
に
な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま

す
。

　

本
取
組
は
既
存
の
産
学
連
携
講
座
や
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
、
Ｍ
Ｏ
Ｔ
オ
フ
ィ

ス
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
全
学
共
通
授

業
、
Ｆ
Ｌ
Ｐ
、
学
外
授
業
協
力
者
な
ど
の

仕
組
み
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
、
實

地
、
應
用
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
中
核
的
な
存

在
機
能
に
な
り
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
今

後
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
社
会
に
お
け
る
各
学
問

領
域
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
学
問
の
恒
久
的

な
成
長
と
と
も
に
必
要
不
可
欠
な
研
究
・

教
育
の
仕
組
み
と
な
る
た
め
で
す
。
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
の
学
際
的
な
研
究
に
は
長
い
年

月
の
積
み
重
ね
が
必
要
で
す
が
、
こ
の
先

十
年
、
二
十
年
と
い
う
時
間
軸
で
、
世
界

の
ト
ッ
プ
と
し
て
注
視
さ
れ
る
潜
在
力
を

持
つ
の
が
中
央
大
学
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
い
わ
ゆ
る
研
究
型
大
学
、
教
育
型
大

学
と
い
う
分
類
思
想
と
も
異
な
る
、
独
自

の
大
学
の
あ
り
か
た
を
と
る
も
の
と
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
実
現
で
き
な
い

大
学
は
、
既
存
の
価
値
観
か
ら
く
る
消
耗

戦
レ
ー
ス
に
勝
ち
残
る
戦
略
に
頼
ら
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

　

昨
今
、
世
界
の
ト
ッ
プ
大
学
ラ
ン
キ
ン

グ
が
い
く
つ
も
出
回
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
は
第
四
次
産
業
革
命
を
迎
え
つ
つ
あ
る

時
代
に
即
し
た
評
価
項
目
が
あ
り
ま
せ

ん
。
産
業
や
文
化
、
学
問
の
蓄
積
に
加
え

て
一
億
を
超
え
る
人
口
基
盤
を
持
つ
日
本

は
、
少
な
く
と
も
新
興
諸
国
に
お
け
る
そ

れ
と
は
大
き
く
異
な
る
優
位
性
が
あ
る
は

ず
で
す
。
そ
の
部
分
を
し
か
と
と
ら
え
、

新
時
代
の
有
力
高
等
教
育
機
関
に
な
り
得

る
立
場
に
日
本
の
大
学
、
特
に
中
央
大
学

は
位
置
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

                                          （
K
・
T
）
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え
、
あ
の
先
生
が
シ
リ
ー
ズ
⑳

　
　
　
　

経
済
学
部
准
教
授　

亀
井
伸
治

　

経
済
学
部
で
ド
イ
ツ
語
を
担
当
し
て
お

り
ま
す
亀
井
と
申
し
ま
す
。
わ
た
く
し

は
、
何
よ
り
食
べ
る
こ
と
が
大
好
き
で
、

人
一
倍
、
各
国
の
料
理
に
関
心
が
あ
り
ま

す
（
き
っ
と
餓
鬼
道
に
堕
ち
て
い
る
の
で

し
ょ
う
）。
し
か
し
、
自
分
の
専
門
分
野

の
国
ド
イ
ツ
で
は
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
キ
ャ
ベ
ツ
ば
か
り
食
べ
ら
れ
て

い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
そ
の
料

理
は
、
中
華
料
理
や
フ
ラ
ン
ス
料
理
に
比

べ
、
ど
う
し
て
も
格
下
に
見
ら
れ
が
ち
で

す
。
実
際
に
は
ド
イ
ツ
料
理
に
は
美
味
し

い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
が
、
伝

統
的
に
食
材
や
調
理
法
の
種
類
が
多
彩
さ

を
欠
い
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

　

さ
て
、
食
事
を
め
ぐ
る
書
物
に
目
を
向

け
て
み
て
み
ま
す
と
、
一
般
に
美
食
家
必

読
の
東
西
の
古
典
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、

清
朝
の
詩
人
、袁
枚
に
よ
る
『
随
園
食
單
』

（1792

）
と
、
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
法

律
家
ジ
ャ
ン
・
ア
ン
テ
ル
ム
・
ブ
リ
ア
＝

サ
ヴ
ァ
ラ
ン
の
『
美
味
礼
賛
』（『
味
覚
の

生
理
学
』）（1825

）
の
二
つ
と
い
う
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
美
食
は
や
は
り
中

国
と
フ
ラ
ン
ス
な
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

こ
れ
ら
ほ
ど
有
名
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ド
イ
ツ
人
が
書
い
た
美
食
に
関
す
る
大
著

も
存
在
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
十
九
世
紀
前

半
の
プ
ロ
イ
セ
ン
の
軍
人
で
、
退
役
後
に

は
著
述
家
と
な
っ
た
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ク

リ
ス
テ
ィ
ア
ー
ン
・
オ
イ
ゲ
ン
・
フ
ォ

ン
・
フ
ェ
ル
ス
ト
男
爵
と
い
う
人
の
書
い

た
『
食
哲
学
あ
る
い
は
食
卓
の
歓
び
に
つ

い
て
の
教
説
』（1851

）
と
い
う
本
で
す
。

ひ
じ
ょ
う
な
美
食
家
で
も
あ
っ
た
こ
の
元

貴
族
軍
人
は
、
食
事
を
す
る
楽
し
み
を
芸

術
へ
と
高
め
た
い
と
真
摯
に
考
え
て
い
ま

し
た
。
彼
は
食
事
の
愛
好
家
を「
大
食
漢
」

Gourm
and

、「
食
通
」Gourm

et

、
そ

し
て
「
食
哲
学
者
」Gastrosoph

の
三

種
に
分
類
し
、
美
食
家
は
「
食
哲
学
者
」

を
目
指
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
ま
し
た
。

二
巻
か
ら
成
る
『
食
哲
学
』
で
フ
ェ
ル
ス

ト
は
、自
身
の
「
食
の
哲
学
」
に
基
づ
き
、

古
今
の
書
物
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
引
用
を

文
中
に
ち
り
ば
め
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

料
理
や
飲
み
物
を
詳
細
に
考
察
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
本
は
ド
イ
ツ
で
は
決
し
て
忘
れ
去

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
一
九
二
二
年
に
は
、

ロ
マ
ン
主
義
の
作
家
E
・
Ｔ
・
Ａ
・
ホ
フ

マ
ン
研
究
の
権
威
だ
っ
た
カ
ー
ル
・
ゲ
オ

ル
ク
・
フ
ォ
ン
・
マ
ー
セ
ン
に
よ
る
「
あ

と
が
き
」
が
付
い
た
覆
刻
版
が
あ
り
、
ま

た
一
九
七
五
年
に
も
、
料
理
や
食
材
の
楽

し
い
図
版
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
た
新
版
が
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
い
く

ら
美
食
の
達
人
だ
と
言
わ
れ
て
も
「
ど
う

せ
ド
イ
ツ
人
に
よ
る
も
の
だ
か
ら
」
と
、

フ
ェ
ル
ス
ト
の
著
作
が
ド
イ
ツ
語
圏
以
外

の
国
々
で
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
の

は
、
不
当
で
あ
り
（
か
わ
い
そ
う
）、
惜

し
い
気
が
し
ま
す
。
わ
が
国
で
は
、『
随

園
食
單
』
も
『
美
味
礼
賛
』
も
早
く
か
ら

す
ぐ
れ
た
翻
訳
が
あ
り
、
現
在
ど
ち
ら
も

岩
波
文
庫
で
容
易
に
入
手
し
て
読
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
他
方
、『
食
哲
学
』
に
つ

い
て
は
、
か
つ
て
ド
イ
ツ
文
学
者
の
前
川

道
介
先
生
が
十
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
文
化
事

情
に
関
す
る
ご
著
書（『
愉
し
い
ビ
ー
ダ
ー

マ
イ
ヤ
ー
』）
の
中
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た

が
、
邦
訳
は
残
念
な
が
ら
ま
だ
あ
り
ま
せ

ん
。
時
間
が
あ
れ
ば
、
い
つ
か
全
訳
で
き

れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

 

　
編
集
後
記

　

以
前
読
ん
だ
あ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
、
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
年
数
が
た
っ

た
人
を
対
象
に
、
大
学
で
学
ん
だ
科
目
で

役
に
立
っ
た
と
思
う
も
の
を
あ
げ
て
も
ら

う
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
詳
細
は

忘
れ
ま
し
た
が
、
学
生
時
代
に
は
何
の
役

に
立
つ
の
か
分
か
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た

も
の
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
役
に
立
っ

て
い
る
の
を
後
に
な
っ
て
実
感
す
る
こ
と

が
あ
る
そ
う
で
す
。
普
段
は
気
に
と
め
な

い
食
事
の
重
要
性
を
何
か
の
機
会
に
実
感

し
た
り
、
ご
く
普
通
の
家
庭
料
理
を
懐
か

し
く
思
い
出
し
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
年
卒
業
す
る
人
た
ち

も
、
中
大
で
の
大
学
生
活
を
何
か
の
機
会

に
振
り
返
り
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
な

ど
の
同
窓
会
の
行
事
に
参
加
し
て
く
れ
た

ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
幹
事
長　

濱
岡　

剛
）


